
（別紙３）

～ 令和7年9月20日

（対象者数） 44 （回答者数） 35

～ 令和7年10月20日

（対象者数） 17 （回答者数） 17

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
関係者との連携を深めながら本人支援、家族支援、移行支援

に力を入れていきます。

2
発達段階に合わせ視覚的な方法や言語での意思表示が出来る

よう支援し子ども自ら育つよう取り組んでいきます。

3

必要に応じて他の関係機関や並行先、併用先の施設と連携し

子ども達、ご家族に寄り添った支援を大切に安心できる環境

を拡げていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動の中で、近隣の公園や公共施設の利用で他児者のいる場

で遊ぶ経験する回数を増やし場所や人が変わっても対応でき

る力を身に付け、保育園やこども園、幼稚園などとの関係性

を作り子どもと関わる機会を設けられるよう検討していきま

す。

2

3

○事業所名 くにたち発達支援センタ―

○保護者評価実施期間
令和7年9月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年10月7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年11月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で

他のこどもと活動する機会が少ない。

センター内での集団活動の基盤づくりを行っています。見通

しのつかない活動に対して不安になるお子様もいるため、小

集団の中で練習を重ね、様々な場面を想定しながら対応でき

る力を育てています。現状では、保育園、幼稚園との交流す

るに至らない点があります。

幼稚園や保育園に近い環境での集団療育を行い、生活習慣の

獲得、日常生活動作の獲得、お友達との関わり方など幅広い

角度からの支援を行うことで就学に向けての集団生活の基盤

となる土台作りと幼稚園・保育園への移行支援を目指してい

ます。

発達段階に合わせたコミュニケーションスキルを獲得するた

め日常の挨拶.視線を合わせることを大切に支援しています。

季節の行事、粗大運動や感触遊び、戸外活動を通じて感覚統

合を図り、自分でできる事が増える喜びを感じてもらえるよ

う支援しています。

子ども達が、楽しく通い、自分でやってみたいと思う気持ち

が育つよう様々な遊びを設定しています。

自分で選択したり代替案に応じることもできる場面を設定し

自分の気持ちを伝えられるよう意思表示の方法を考え支援し

ています。

子ども達、ご家族に寄り添った支援を大切にしています。

見学時の説明や契約時の丁寧なアセスメントでお子様と保護

者の方が安心して療育利用に繋がるように個別支援計画を作

成し、心配事があれば随時、面談を行い丁寧に対応していま

す。

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

くにたち発達支援センター
公表日 　　　　8年　　２月　　１日

利用児童数 44 回収数 35

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 34 1 0 0

・運動できるスペースが少し狭い

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 29 4 1 1

・昨年度と比較してしまいますと、先生方

の人数がバスの運行や活動内容に影響があ

るように感じています。とはいえ、満足し

ています。

・職員の方々にはたくさんのご支援をいた

だき、いつも大変感謝しております。しか

し、職員の人数が足りていないように思う

ことがあり、もう少し増やして頂けないか

と願っています。通常級の子に比べるとど

うしても不測の事態が起きる回数が多く、

事故やケガにならないよう気をつけて頂い

ているのは重々承知しておりますが、ご検

討いただきたいです。バスの運転手につき

ましても、専用の運転手の方の手配して頂

けたら職員の方々も子供も負担が減るので

はないかとも思っております。

・毎日4人いてくれると安心できる

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

と思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思います

か。

34 1 0 0

・どの教室もシンプルで一見区別がつ

かないが、子供は「ここだ」と分かっ

ているので逆に物が多くなくても良い

のかと思った。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いま

すか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いま

すか。

35 0 0 0

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ

る支援が受けられていると思いますか。 
30 5 0 0

・専門性に関して、あまり適切なアド

バイスをもらえなかった場面があっ

た。

・まだ始めたばかりなので不明。入所

前の乳幼児発達スケール等で子供の特

性を大体分かって頂けていると思う。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内

容と合っていると思いますか 。
32 2 0 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。

33 2 0 0

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援

 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

32 2 0 1

・本人・家族はできていると思うが、

移行についてはちょっと分からない。

こちらの理解不足かもですが。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 33 2 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思

いますか。
31 2 2 0

・いろいろな行事があり、工夫を感じ

ます。

・色々な公園に行って下さり、イベン

トも積極的に行って下さっている。

（流しそうめん、夏祭りなど）

適

切

な

支

援

の

提

供

・言語聴覚士や心理士などの専門職に関し

ては、現状配置しておりません。市や関係

機関と連携しながら、対応させていただき

ます。

・標準化された発達スケールと日々のアセ

スメントを合わせて多角的な視点で、各ご

家庭の相談や心配事を受け止め課題の分析

に努めていきます。

・支援プログラムに関しては、昨年度作成

し公表済みです。

・半年に一回、個別支援計画の見直しの個

別面談を実施しております。その際に、ご

家庭の現状や困りごとをヒアリングし、改

善できる方法を保護者の方と一緒に考え

て、個別支援計画を作成しております。

・個別支援計画に「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援」を記載しております。

面談時に丁寧に説明していけるよう努めて

いきます。

・各グループで1日の活動計画（日案）を作

成し、その中で個々の個別支援計画に合う

よう支援提供をしています。支援提供後に

毎日評価・記録を行い評価に基づき、次回

の活動に繋げています。

・利用児の興味関心の広がりや体験、経験

を大切に支援を実践しています。各グルー

プでねらいを設定し、今後も工夫を行って

いきたいと思います。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

・園庭やホールでの活動では限りがあるた

め、近隣の公園や施設に行く機会を設けて

います。活動によって使用場所の工夫をし

ています。人数が多い日は、部屋を分散し

活動を設定しています。

・配置数に関しては、東京都の基準に応じ

て支援者の配置をおこなっております。グ

ループ担当を設定していますが、必要に応

じて他グループの支援もできるよう協力体

制を整えています。

・バスの運行に支障のないよう、人員配置

に努めてまいります

・必要に応じて絵カードや写真を掲示して

視覚的構造化を図っています。絵カードや

イラストを用いて、お子さんたちが行動に

移しやすいように、設定しています。

・見学は随時受け付けていますので、ぜひ

お越しください。

・お部屋の消毒は支援提供後、毎日実施し

ております。乱雑になりやすい食後やおや

つ後の清掃も、衛生面に配慮して適宜行っ

ております。

・利用児が使用した教材に関しても1つずつ

消毒を行っています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこ

どもと活動する機会がありますか。
13 4 6 12

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等

について丁寧な説明がありましたか。
34 1 0 0

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされまし

たか。
35 0 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・ト

レーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が

行われていますか。

34 0 1 0

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の

状況について共通理解ができていると思いますか。
31 4 0 0

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われています

か。
33 1 0 1

・まだ始めたばかりで不明です。

・先生方の負担が増えて申し訳ないと

思いますが3か月に1回くらい面談があ

ればいいと思います。

・こちら側から聞けば答えてくれる。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 33 1 0 1

・日々の送り迎えで担任の先生やクラ

スの先生が丁寧に話を聞いてくれた

り、連絡帳でやり取りさせて頂いてい

ます。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士

の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま

た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の

交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされています

か。

26 5 0 4

・まだ始めたばかりです。都合があえ

ば、今後交流を図りたいです。

・PTAなど保護者会をもう少し増やし

て情報交換等ができる場を設けてほし

いです。また同じ悩みを持っている

方々との保護者会など（子供の発語の

悩み等）を開催していただければと思

います。

・保護者会はあるが、きょうだい向け

のイベントはあまりないと思う。

・参加はしていないがお知らせは受け

ている。

・卒園児や他の保護者と話せる時間が

増えるといいと思う。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され

ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること

について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に

対応されていますか。

30 2 1 2

・計画支援を受けることができること

を積極的に周知していない気がする。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて

いると思いますか。
33 1 0 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に

対して発信されていますか。

33 0 1 1

・アプリの配信頻度が高くていつも感

心しております。写真も多く、様子が

伝わってきます。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 32 1 0 2

・以前、許可なくメールで名前を出さ

れたことがあり、疑問に思ったことが

あります。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説

明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されています

か。

30 2 0 3

・避難訓練などが行われているか、あ

まり把握できていない。

・入所時の説明はちゃんとありまし

た。訓練はわかりません。

・事故防止マニュアルがわかりません

でした。

・自己評価は毎年ホームページで公表を

行っています。保護者の方には、連絡アプ

リで自己評価の集計結果をお知らせいたし

ます。また、活動の様子もホームページに

載せていますのでご覧ください。

・引き続き、れんらくアプリで活動の様子

を共有させていただきます。

・連絡アプリなどで一斉配信の際に、個人

名を出すことはありません。個人名を出す

場合は個別で送信しております。

・個人情報に関する研修等を定期的に行

い、引き続き個人情報保護の徹底に努めて

いきます。

非

常

時

等

の

対

応

・緊急時を想定し、保護者参加型の引き渡

し訓練を実施しました。

・避難訓練の様子をセンターだよりで配信

しました。

・マニュアルの関しては、周知・説明がで

きるよう努めていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

・契約の際、引き続き丁寧な説明に努めて

まいります。ご不明な点があれば、適宜対

応いたします。

・説明の際、引き続き丁寧な説明に努めて

まいります。ご不明な点があれば、適宜対

応いたします。

・今年度、７月と12月に保護者の方を対象

としたペアレントトレーニングの研修を実

施いたしました。また、5月と10月には就学

前のお子様の保護者の方を対象にした就学

前交流会を実施し、昨年度卒所されたお子

様の保護者をお招きし、体験談をお話して

いただく機会を設けました。引き続き、ご

家族が参加できる研修や情報提供の機会等

があれば、お知らせしていきます。

・引き続き連絡帳記入や引き渡しの際、活

動内容等お伝えしていきます。

・ご家族の方が安心して相談できる環境を

整えていきます。

・「れんらくアプリ」にて、タイムリーな

情報提供ができるように努めていきます。

・面談の実施や連絡帳での返答で、できる

限り情報提供を進めているところですが、

必要に応じて、事前に連絡をいただけれ

ば、電話での返答や面談の設定ができます

ので、お気軽にご相談ください。

・引き続き、お子さまと保護者の方に寄り

添った支援を行えるよう努めていきます。

・保護者会に関しては、今年度４月に対面

で保護者会を実施いたしました。また、定

期的に各グループごとの交流会、療育参観

を実施しています。

・夏祭り等の行事、活動内できょうだいの

方も参加できる機会を少しずつ増やしてい

けるよう検討していきます。

・見学時に、保育所等訪問支援や相談支援

について説明していきます。今後も保護者

の皆様のニーズに対して、迅速に対応でき

るように努めていきます。

・引き続き「れんらくアプリ」にて、タイ

ムリーな情報提供ができるように努めてい

きます。

適

切

な

支

援

の

提

供

・実施の実現に関しては、我々センターと

関係機関双方の同意が必要になります。各

関係機関と慎重に協議し、実現のために取

り組みを行っていきたいと考えています。



24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必

要な訓練が行われていますか。
31 2 0 2

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され

る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い

ますか 。

33 0 0 2

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連

絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いま

すか。

31 3 0 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 35 0 0 0

・いつも温かく寄り添って下さり、あ

りがとうございます。親だけでは気づ

けない細かいところまで見ていてくだ

さり、大変感謝しています。子供だけ

でなく、親も安心して通わせていただ

いています。これからもよろしくお願

いします。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 34 0 0 1

・ほとんど行き渋りもなく楽しく通え

ています。

・発語が無いので判断できないのです

が、写真で笑顔があったり、通所時ぐ

ずらないので楽しんでいると思いま

す。

・週の通所が終わると「またセンター

行く？」と心待ちにしています。楽し

く通わせていただきありがとうござい

ます。

・毎回楽しみに通えています。ありが

とうございます。

・子どもの成長を感じています。今後

もよろしくお願いいたします。

・週の通所が終わると「またセンター

行く？」と心待ちにしています。楽し

く通わせていただきありがとうござい

ます。

29 事業所の支援に満足していますか。 34 1 0 0

・満足している部分もあれば、改善し

てほしい部分もある。

・いつも色々考えて下さって、多くの

ことを発信されてすごいなと思ってい

ます。子供が果たしてどう変わってい

くのか不安もありますが。皆様のあた

たかい支援に感謝しています。

・今もいいですが、さらに言語聴覚士

が1クラスに1人いるといいと思いま

す。

・涼しくなったら外の散歩など運動さ

せてほしい

満

足

度

・今後も利用者の方にとって、良い環境と

なるよう努めていきます。

・今後も利用者の方にとって、良い環境と

なるよう努めていきます。

・子ども一人一人の個性やニーズを的確に

把握し、一人一人の能力や可能性を最大限

に伸ばす療育を行い、子ども自ら育つ基盤

づくりを行うことを基本方針とし、今後も

皆さんの日々を大切に支援させていただき

ます。

・保護者の方からのご意見を真摯に受け止

め、センターの発展に繋げていきます。

非

常

時

等

の

対

応

・年に12回、避難訓練を実施しています。

内2回は消防立ち合いの下、通報訓練及び避

難訓練を実施しています。

・保護者の方に分かりやすく、周知できる

よう努めていきます。

・10月に緊急時を想定し、保護者参加型の

引き渡し訓練を実施いたしました。

・お子さんが安全に活動に参加できるよ

う、活動内容の変更など柔軟に行い安全確

保に努めていきます。

・事故が発生した際には、送迎時やお電話

で状況説明をさせていただきます。



（別紙５）

くにたち発達支援センター
公表日 　　　　8年　2月　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1
利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切である

か。
〇

・グループ部屋、多目的スペース、園

庭、視聴覚室を準備し、必要に応じて環

境を設定できるように体制を整えていま

す。また、それぞれのグループが計画的

に環境を活用できるようなシステムを整

えています。

・児童の人数に対して活動スペースが狭

い時もありますが、活動場所の分散を行

い児童の様子に応じた活動人数や場所の

設定が計画的に行えるようにします。児

童の特性に合わせて、臨機応変に安全に

過ごせるようスペースを確保します。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切で

あるか。
〇

・障害者総合支援法に基づき、職員を配

置しています。

・グループ間で活動内容の変更やシフト

の調整を含め、全体で確認しています。

・個別対応が必要な児童はできるだけそ

の児童が安心して過ごせる環境を整え、

支援できるような体制作りに努めていま

す。

・職員間で、計画的にシフトの調整を行

い、安全に療育ができる体制を作りま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっ

ているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バ

リアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされて

いるか。

〇

・大規模な環境整備は限度があるため，

各クラス情報伝達の工夫をし、対応して

います。

・注意が散漫にならないよう、刺激が入

るものは取り除き、活動が視覚的に分か

りやすいように構造化しています。

・段差をなくしてあります。

・児童の実態に合わせた視覚支援の教材

(絵カードやタイマー等)を作ったり、部

屋を整理したり、活動空間を用意してい

ます。

・児童一人一人に対応できる環境を整え

ていきます。

・引き続き、療育に必要な机や椅子等、

教材、物品の数を計画的に確保していき

ます。

・各グループにイヤーマフを完備してお

り、聴覚過敏のお子さんには適宜貸し出

しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっている

か。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

・毎日の清掃、消毒を実施し、清潔な環

境を心がけています。

・月末に美化点検を実施しています。修

繕が必要な箇所や危険な場所等を管理者

に報告をし、迅速に対応する体制を整え

ています。

・児童の生活空間には気を配り、倉庫

内・手の届かない部分、園庭等、児童が

心地よく過ごせるよう、整備に努めてい

ます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが

認められる環境になっているか 。
〇

・クールダウンが必要なお子様には静養

室を使用し、お子様が落ち着いて過ごせ

るように環境を整えています。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返

り)に、広く職員が参画しているか。
〇

・月１回の職員会議、朝礼・終礼内で職

員全体で見直しています。

・職員に分かりやすく表にまとめるなど

して、周知していきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会

を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

・保護者の皆様による評価（アンケー

ト）や日々いただくご意見を基にし業務

改善に繋げています。

・保護者の皆様のご意見や相談に対応し

やすい環境を作り、随時見学や面談の受

付を行っています。

・職員会議の議題に挙げ、検討していま

す

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務

改善につなげているか。 
〇

・朝礼・終礼、職員会議を行っていま

す。

・職員の意見をアンケート形式で把握

し、受け止めた上で、職員全体で検討し

業務改善に努めていきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ているか。
〇 ・令和4年度に受審いたしました。

・今年度、受審いたしました。受審結果

を職員間で共有していきます。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人

内等で研修を開催する機会が確保されているか。
〇

・事業所内職員研修を月に一度、必ず

行っています。

・法人内研修も年3回行っています。

・正規職員に限らず、非常勤職員も研修

に参加できるよう、環境を整えていく。

・研修の内容を見直し、職員にヒアリン

グした上で充実できるように努めていき

ます

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 〇

・昨年度、作成しHP上で公表していま

す。今年度も昨年度同様、作成し公表予

定です。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所における自己評価結果公表 事業所における自己評価結果公表



12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支

援計画を作成しているか。

〇

・児童や保護者のニーズを把握し、発達

検査を実施した上で、実態と課題を整理

し支援計画を作成しています。

・児童発達支援計画を作成する際は、担

当チームで話し合いを行い、複数の視点

から客観的に作成できるようにしていま

す。また、毎月グループ会議を実施し、

児童の現状を共有できるようにしていま

す。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下

で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇
・個別に必ず検討会議を行い、グループ

担当者内で情報共有を行っています。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか。 
〇

・児童発達支援計画に基づき、日案を作

成し、日々のケース記録に計画の項目を

記載し、記録に基づき支援の改善を図っ

ています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた

フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイ

ンフォーマルなアセスメントを使用する等により確認してい

るか。

〇

・児童や保護者のニーズを把握し，発達

スケールを実施した上で，実態と課題を

整理し支援計画を作成しています。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及

び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されてい

るか。

〇

・児童、保護者、地域支援の全ての項目

に関して情報を盛り込み、課題を整理

し、児童発達支援計画に反映させていま

す。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇

・各グループの担当者が中心となり立案

しています。それを基にグループ職員全

員がグループ会議に参加し、プログラム

の検討を行っています。作成したプログ

ラムを管理者が確認し、実施していま

す。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

・様々な事業所内の研修等で得られた知

識と情報を踏まえ、活動内容が同じでも

目標や教材を変え、工夫しながら実践し

ています。また、曜日契約であるため、

活動内容が片寄らないように工夫してい

ます

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わ

せて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
〇

・グループ内で細分化して、活動を設定

しています。状況に応じて対応できる組

み合わせと環境設定を行っています。

・個別対応が必要なお子さんに対して

は、職員間で確認し人員確保できるよう

努めています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支

援を行っているか。

〇

・終礼にて、その日の活動をグループ毎

に発表し、情報共有を行っています。翌

朝の朝礼の際、再度共有しています。

・日案を活用し、支援内容や役割分担を

確認しています。支援実施の2日前までに

作成し、一人一人の活動目標の確認を

行っています。

・前日の終礼の際に、支援体制の確認を

行い、必要に応じて各グループで連携を

調整するよう努めています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われ

た支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

・児童帰宅後、本日の支援のまとめを行

い、活動の達成度、各児童の様子につい

て検証しています。

・終礼を設定し、その日の振り返りを全

職員で実施しています。

・歓談を交えながら振り返っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・

改善につなげているか。
〇

・ケース記録を残し、終礼と翌日の朝礼

にて申し送りを実施しています。

・活動時の課題を検証し、次回の活動の

課題を検討しています。記録や職員の意

見をもとに、改善点を見つけて次に繋げ

ています。

適

切

な

支

援

の

提

供



23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

・新規利用者に対しては、状況に応じ

て、早期にモニタリングを実施し、実態

に合わせて計画の見直しを行っていま

す。

・定期的に面談を実施し、達成度を確認

しながら目標の評価を行っています。

・半年に一度行っていますが、必要に応

じては計画とは関係なく行っています。

24

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との

会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画している

か。

〇
・担当者及び児童発達支援管理責任者

（施設長）が同席しています。

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えて

いるか。

〇

・国立市役所と毎月定例会を開催し、情

報共有を行っています。国立市以外の近

隣の市町村とも連携しています。

・必要に応じて、子ども家庭支援セン

ターや他事業所とのカンファレンスに参

加しています。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン

推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所

や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

〇

・関係機関や幼稚園長会、保育園長会へ

のコンタクトをとり、情報共有や情報提

供の依頼をしています。

・関係機関の見学の受け入れを進め、連

携を図っています。

・保育所等訪問支援を通して、保育所や

認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼

稚部)等と情報共有を図っています。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との

間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
〇

・引継ぎシートを作成し児童の情報共有

を行い、切れ目のない支援が展開できる

ように配慮しています。

・就学に関する年間の流れを資料にまと

め、保護者へ情報提供を行っています。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等

と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行って

いるか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言

を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。
〇

・市と連携して子育て支援プログラムに

研修として参加し、地域で支援の共通認

識を行いながら支援していきます。

・職員体制を整え、より多くの外部研修

に参加できるよう努めていきます。

・専門機関や専門職からのオンラインを

含め研修の実施と情報収集・提供に努

め、研修の質の向上を図っていきます。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等

へ積極的に参加しているか。
〇

・国立市内の児童発達支援事業所が集ま

る会合を立ち上げ、情報共有の場を設け

ています。

・他市の事業所連絡会にも積極的に参加

をしています。

・引き続き、担当職員から朝礼や終礼、

職員会議などで職員全体に情報共有して

いきます。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他

のこどもと活動する機会があるか。
〇

・「まるおと」(ドラムサークル)を月に1

回実施しています。利用児童だけでな

く、地域の児童も参加しています。市報

にも掲載しています。

・地域の保育所や認定こども園、幼稚園

等との交流を図れるよう行事に取り入れ

るなど検討していきます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の

状況や課題について共通理解を持っているか。
〇

・連絡帳を活用し、家庭での様子や情報

共有を行っています。

・必要に応じて電話連絡や面談で個別に

お話を伺っています。

適

切

な

支
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の
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28

31 非該当 非該当 非該当 非該当

〇

・児童発達支援事業所協議会の参加し、

情報共有を行っております。

・11月には、事業所フェアに参加し他の

事業所と交流しています



34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援

プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加で

きる研修の機会や情報提供等を行っているか。

〇

・利用児童の保護者の方を対象に、年に2

回事業所内でペアレントトレーニング研

修を実施しました。

・就学を控えている児童の保護者の方を

対象に、卒園児の保護者の方をお招きし

て、年に2回交流会を行いました。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説

明を行っているか。
〇

・利用契約の際、運営規定、重要事項説

明書を書面で提示し、説明を行っていま

す。また、年度途中で変更があった場合

には、その都度、文書にてお伝えしてい

ます。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、

こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか 。

〇

・個別支援計画作成後の説明時に、保護

者の方に内容の確認と意向を確認してい

ます。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。
〇

・個別支援計画作成後の説明時に、保護

者の方に内容の確認と意向を確認してい

ます。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
〇

・児童や保護者のニーズを基に児童発達

支援計画を作成し、説明時には必ず面談

を実施し、説明を行って同意をいただい

ています。

・必要に応じて電話連絡や面談で個別に

お話を伺っています。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等

により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をして

いるか。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の

支援をしているか。

〇

・今年度4月に全体の保護者会とグループ

ごとの保護者会を対面で実施しました。

・各グループごとの療育参観を年に数回

行っています。給食参観も行いました。

・保護者同士の交流の場として、相談室

の開放など気軽に立ち寄れる場を提供で

きるよう支援していきます。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れ

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

〇

・見学や面談の希望にいつでも対応でき

るように体制を整えています。相談内容

や要望に対して迅速に対応できるよう職

員全体で協議し，対応を行っています。

・相談や申し入れ等、受付担当者、解決

責任者、第三者委員等の体制を整備し、

契約時に保護者へ周知し、迅速に対応で

きるようにしています。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこども

や保護者に対して発信しているか。

〇

・毎月センターだよりと食育だよりを発

行しています。各グループより、月案で

行事の予定や活動内容を明記して発信を

行っています。

・当日の活動の様子等を、れんらくアプ

リやホームページにUPしています。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇

・個人情報保護法ガイドラインとマニュ

アルを整備し、職員に周知しています。

・契約時に個人情報の取り扱いについて

説明を行い、同意をいただいておりま

す。同意を基に、配布物、掲示物、HP原

稿の作成を行っています。

・職員向けの研修を実施しています。

・PCにはパスワードを設定しています。

・荷物の入れ間違いが起こらないように

職員間での声掛けやダブルチェックを徹

底していきます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮をしているか。
〇

・絵カードやタイマーなど視覚的構造化

を図り、対応しています。また、児童の

特性に応じて職員間で相談し対応をして

います。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業

運営を図っているか。
〇

・行事の際に、地域の大学生と交流をし

ました。地域の方が参加できる取り組み

を行っています。

・地域交流の取り組みとして、まるおと

の実施を継続していきます。
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45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知

するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇

・それぞれマニュアルを整備していま

す。マニュアルを基に研修や訓練を実施

しています。

・BCP（業務継続計画）を策定し、シ

ミュレーション訓練を実施しています。

・保護者の目に届くよう玄関や相談室等

分かりやすい場所に配置し、情報提供を

心がけていきます。

46

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生

に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている

か。

〇

・火災や地震、不審者対応訓練を実施し

ています。

・年に2回、消防署立ち合いの下、避難訓

練、通報訓練、消火訓練を実施していま

す。

・年に1回、職員全体で業務継続計画

(BCP)の見直しを行っています。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を

確認しているか。
〇

・標準化された様式（マニュアル）を使

用し、契約時に必ず確認を実施し、書面

にて記録をしています。

・センターにて与薬が必要な場合には、

必ず与薬依頼書とお薬の説明書を提出し

ていただき、実施しています。職員内で

情報共有しています。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づ

く対応がされているか。
〇

・標準化された様式（診断書，給食対応

依頼書）を使用し、契約時に必ず確認、

記録を行っています。

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必

要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行わ

れているか。

〇

・各種マニュアルに沿って安全計画作成

を行い事業所内研修や避難訓練を行って

います。

50

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよ

う、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知して

いるか 。

〇

・災害時の連絡方法や送迎時の名札の着

用、引き取り訓練などを行い、子どもの

安全確保が図れるよう取り組んでいま

す。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策に

ついて検討をしているか。
〇

・毎日終礼を設定し、ヒヤリハットの報

告を行っています。また、それに基づき

ヒヤリハット報告書を作成し、回覧を

行っています。

・毎月の職員会議にて、ヒヤリハット、

事故報告の対応策について、経過報告を

行い、再発防止に努めています。

・法人内の他事業所のヒヤリハット報告

の共有を行い、意識向上に努めていま

す。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な

対応をしているか。
〇

・法人内に人権擁護委員会を設置し、各

部署から委員を選定し、委員会を開催し

ています。

・中途入職者に対しては、必修研修とし

て権利擁護の項目を設定し、必ず1ヶ月以

内に受講するようにしています。

・人権配慮マニュアルを策定し、マニュ

アルに沿って支援を実施しています。

・センター内では、「人権擁護チェック

リスト」を実施しています。その結果を

基に、事業所内研修を行っています。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に記載しているか。

〇

・身体拘束マニュアルを整備していま

す。必要に応じて、児童発達支援計画に

記載し保護者の方に説明いたします。

・朝礼にて、人権擁護ハンドブックを使

用し読み合わせを行うことで、意識の向

上に努めています。

・毎年必ず事業所内で研修を実施してい

ます。
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